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蛍 光 灯 に よ る 最 近 の 車 輌 照 明
Today'sFluorescent LightingforRollingStock

鈴 木 繁 好* 西 岡 博* 谷 口 栄 ~一**

内 容 梗 概

最近車輌の照明に蛍光灯をさかんに利用するようになってきたが,車輌の照明を蛍光灯で行う場合に

ほ電源や車体構造などの特殊性から種々特別の考慮を払わねはならない｡

従来の白熱電球は一般に直流電源を使用しているので,その電源をそのまま用いる場合には蛍光灯の

直流点灯を考えねばならぬ｡日立製作所においては他社にさきんじて蛍光灯の直流点灯方式の研究を完

成し･減光現象が少くかつ長寿命の直流蛍光放電管および点灯特阻 電圧特性などにすぐれた高性能の
100V直流点灯装置を商品化したが,今回さらに優秀な新点灯装置を完成し,現在まですでに私鉄各社

に通算5,000灯以上の直流器具を納入して好評をえている｡

つぎに新車の場合などで特別に照明用電源として交流電動発電機を新設する場合には一般に高周茨が

利用され,従来はグロースタータ式が多く用いられてきたが,今回40W120～スーパーラビッド方式

の商品化に成功し,交流点灯方式にも→進歩をもたらすことができた｡

流用とまったく同一外形の直流蛍光放 管をも商品化

〔Ⅰ〕緒

車輌用蛍光灯の点灯方式は 源条件から直流式と交流

式とにわけられ,また電圧変動のはげしいこと,デッド

セクショソやトンネル通過時の問題,周囲温度の変化が

大きいこと,光のちらつきを嫌うこと,軽量小型化がの

ぞまれることなど一般交流式の蛍光灯点灯方式とはこと

なった要求がある｡

20WlOOV 直流点灯方式および交流高周波のグロー

スタータ式および共振回路式についてはすでに報告ずみ

であるが(1),以下新しく開発した20WlOOV直流点灯

方式および40W120～スーパーラビッド方式について

説明するとともに最近のいくつかの実施例をもとに車輌

用蛍光照明器具の構造などについて報告する｡

〔ⅠⅠ〕直流点灯方式

従来照明用として白熱電球を使用している車輌では,

その電源として架線電圧をそのまま用いるかあるいは

100V直流電動発電機を利用している｡前者の場合その

まま蛍光灯に変更することほ電圧変動が大きく,また低

電圧でも消灯せぬようにするには直列抵抗が大きくなり

効率が落ちるなど色々の難点がある｡しかし後者の場合

には電圧変動が電動発電機で少くなるため,効率よく蛍

光灯を利用することができる｡

いままで直流点灯方式としては色々の方式が考えられ

ているが,直流点灯用として特殊の構造の蛍光放電管を

用いる方式では管の製造,保守の面で不利である｡した

がって日立製作所では一般交流用蛍光放 管がそのまま

利用できる点灯方式を研究,商品化してきた｡なお直流

特有の減光現象を防ぎかつ長寿命とするために,一般交
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し,両者を組合わせることによりすぐれた性能を有する

直流点灯方式を完成することができた｡

(り 直流用蛍光放電管

直流用蛍光放電管の外観構造は一般交流用とまったく

おなじであるが,光束,周囲温度20ロC以下における陽

極近傍の減光現象,および寿命などの点で特有の性能を

有するものである｡

(a)光 束

200cにおける2.5m球形光東計内で201V直流用蛍

光放 管について交流点灯の場合と直流点灯の場合の

発光全光束を比較測定した結果を舞1図に示す｡すなわ

ち全光東は電流に対しほぼ比例して増加し,また同一電

管 ▼ヨヨ, ミ土
喝 〟札 (〟房)

第1図 白色20ワット蛍光ラソプの直流点灯と交流

点灯の全光束値の比較例

Fig.1.AnExampleComparingtheTotalFlux

Of White20-Watt Fluorescent Lamps under
D.C.and A.C.Supply
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第1表 交流点灯と直流点灯の光来

Tablel.TotalFlux under A.C.and D.C.

Supply

全 光 束 (1rn)

型 式

FL-20W

FL-20WW

FL-20W-DL

FL-20WW-DL

白 色

温 白 色

天然白色

天然温白色

･
.
.

∴ ･

-
.

1,200

1,270

1,050

1,050

流に対し直流点灯の場合の全光来は交流点灯の場合の約

14%増しになる｡定格375mAにおける各種蛍光放電管

の全光束は交流の場合および直流の場斜こ対してそれぞ

れ弟1表に示すようになる｡

この全光

電の平均

について考察してみる｡全光束は管通

流値に比例する｡直流,交流の管電流値(実

効値)は同値でも,交流の平均値は実効値/波形

るからその値は小さくなる｡管電流ほ正弦波よりもむし

ろ三角波形に近く, 測波形率は1.14であった｡すなわ

ち直流電流値ほ交流平均値の1･14倍で,約14%全光来

が大きいということが説明できる｡

(b)寿 命

交流点灯の場合は両端の電極の極性が交互に陰陽に交

番されるので,その電子放射物質の旗散椚未引こほほとん

ど差異がない｡直流点灯においては陰極のみ消耗するも

のであり,一定時間ごとに転梅を行い両端の消揺追がひ

としくなるようにしたとしても,なお陰極の電子放射部

の輝点温度が交流のそれにくらべて20-～30ウC高いので

電子放射物質の消耗がはげしく短寿釦こなりやすい｡直

流用蛍光放電管はこの点を 祝し,輝点渦塵が高くなら

ないよう電極構造を強化してある｡

(c)減光現象

時間直流点灯すれば管内の水銀原子が電離されてイ

オンが陰極方面に移動し,陽極近傍にほ水鋭原子が存

しなくなり,この陽極近傍では水銀固有の紫外線の発光

が少くなって減光現象を起す｡この現象が発生した場合

転極するとただちに正常の発光にもどるが,引続き点灯

行すれば数時間の後払減光現象を再発する｡管内封

入の水銀量を増加したものはこの減光現象の発生に至る

時間が長くなるので頻繁な転極が不必要になる｡また周

囲温度が高くなれば水鋭蒸気の拡散度が大きくなるので

この現象は抑えられる｡普通2げC以下ではこの減光現

象の発生がはげしいのでカバー付にして保温するか,ま

たほ前 の寿命を長くすることも兼ねて錮寺間(一般交

流用の管では3時間)以内に転榛することがのぞましい｡

日立直流用蛍光放電管はこの減光現象を少くするため特

に水鋭量を増してあるので転極間隔が長くなっているわ

車 輌 照 明

20WlOOV 直流点灯方式の定格

Rating of20WlOOV D.C.System

けである｡

(2)20WlOOV直流点灯装置

20WlOOV直流点灯装置としてはすでにマグネットと

バイメタルとを組合せた方式を商品化し好評をえている

が,今回新しく以下のような点灯装置を完成し,あかる

さ,点灯特性,周囲渦度の影響など性能上の改善をほか

るとともに装置を小型化することに成功した｡

(a)動作機構

これは凡,Ⅳ2,〃3の3つの巻線を同一鉄心上に巻い

た差動リレーと,通電により抵抗値が変化増大するラン

プ抵抗体と,チョークコイル,バラストランプを組合せ

たもので,弟2図のように接続されている｡差動リレー

の接点は常時閉ぢており,電源挿入により各部にほ図示

のように電流が流れるが,電流んちと電流ムとは通

電方向が逆であり,たがいに打消しあって差動リレーは

･‥ちだた 作しないようになっている｡そして通電に

より電流ち によって蛍光放電管の両側の電極が予熱さ

れると同時に,電流ちによってランプ抵抗休も加熱さ

れる｡そこでランプ抵抗体の抵抗値はしだいに増加し,

電流ち が減少するとともに電流ム は逆に増加してく

る｡そして約3秒後差動リレーほ平衡が破れて動作し接

こ

第2図 20WlOOV直流差動リレー式点灯装置接続図
M:差動リ レ

ー

R:ランプ抵抗休
BL:バラストランプ L:チョークコイル

Fig.2.Connection Diagram of20WlOOV D.C.

DifferentialRelay Starting Device
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点をひらき,そのさいチョークコイルによって高電圧が

誘起されて蛍光放電管が点灯する｡点灯後は巻線Ⅳ1を

流れる放電々流によって接点はひらいたまま保持され,

またランプ抵抗体はただちに冷却される｡電源開放によ

り接点ほ釈放されて閉ぢ,最初の状態に復帰する｡

(b)特 性

この点灯 置を用いた場合の定格ほ弟2表に示すとお

りである｡すなわち交流式の場合と比較して安定抵抗崩

失はかなり大きくなるが,全光束も前述のように大とな

るので,器具全体としての効率は交流式の場合の約8割

に止められ,また白熱

になる｡

球と比較すると約3倍の高効率

また安定抵抗として弟3図に示すような特性をもった

バラスーランプを用いているため,電圧変動の影響は少

く,点灯中の電流,あかるさの変化は弟4図のようであ

る｡また起動時間は予熱が十分行われるよう約3秒以上

を確保するようにしているが,周囲温度による影響はき

わめて少く弟5図にみられるようにほとんど変化しな

い｡また起動時間ほ電圧低下とともに長くなって十分予

熱が行われるようになる｡本装置ではランプ抵抗体の抵

抗変化を差動巻線で加算的に使用しているため,点灯条

件はきわめて良好であり,常温でほ約80V以上で確実

に点灯する｡また保持巻線〃1の釈放電流を十分低く設

計しているため, 放が管 を持続しているかぎり消灯す

るおそれがなく,普通の条件で約70Vまで消灯しない｡

弟る図ほ本点灯装置の外観を示すものである｡

(3)直流点灯方式の利点

上述の20WlOOV直流点灯方式の利点を要約して列

挙すれば下記のとおりである｡

(a)既設の直流電源がそのまま利用できるので経済的

に非常に有利である｡

(b)光のちらつきが全然ない｡

(c)同一電流値で交流式の場合より1割以上あかるい｡

〃 d/ d2 d.ブ

さ定(A)

こモ./ 土子さ

第3図/ミラストランプの電圧一電流特性

Fig.3.Voltage-Current Characteristics of
Ballast Lamp
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Starting Times of 20WlOOV D.C.

DifferentialRelay Starting Device

第6図 20WlOOV直流差動リレー式点灯装置

Fig.6.20WIOOV D.C.I)irfel･entialRelay

Starting Device
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(d)一般交流用蛍光放電管をそのまま利川することが

できる｡

(e)直流用蛍光放電管を川いれほ減光現象が少く,頻

繁な転極を行う必要がない｡

(f)直流用蛍光放電管を用いれば,一般交流用の場合

と同程度の管寿命を確保することができる｡

(g)バラストランプを川いているため,電圧変動の影

響が少い｡

(h)点灯電圧,消灯電圧がいずれも低く,相当電圧虜

動のはげしい場合にも使用できる｡

(i)周囲温度による 動時間の変化が少い｡

(j)普通の蛍光放電管がそのまま使えるようにしてい

るため,ソケットそのほかの構造部分も一般用のものが

そのまま利用できる｡

(k)点灯 間が軽量,小 であり,器具も′トさくでき

(1)点灯装置の構造が簡準であり,保守,取扱いが簡

便にできる｡

しm)各灯ごとに点灯 るよ うにしているた

軋 低電圧などの異常時に全灯が-･斉に消灯するような

ことがない〔

〔ⅠⅠⅠ〕交流高周波点灯方式

(l)各種交流点灯方式の概要

一般の蛍光灯ほすべて交流で使用するようになってお

り蛍光放電管の互換性そのほかの点から車輌用でもでき

れば交流で使用することがのぞましい｡ 串などで特別

に敷光灯用電源として電動発電機を新設する場剖こは,

交 流

灯 力 式

グロ
ースダ∽タ式

グロ∴一人タ∵一夕バ

ブリ
ースタータ式

グーゴ ー

スター∵ダ式

共

l圭

振 阿 路 式

振 回 路 式

グロ
ースタータ式

グロ
ースタータ式

グロ
ースタータ式

グロ∴-スタ㌧【タ式

ニトーパ･-シヒ･/ド式

スーー′く--■ラヒ
ッドユ1こ

ン＼･--パーラヒソド式

スーパーラビッド式

近 の 車 輌 照 明

特性上,構造上より高周波の交流式とする方が有利であ

る｡すなちわ高周波にすれば管の効率が高くなり,安定

器の損失も少く,光のちらつきもへり,さらに安定器が

小型になり,したがって器具が小型,軽量になる｡現在

車輌用交流式蛍光灯としほ一般に120～ が利用されて

いる｡

交流高周波式の点灯方式としてはグロースタータ式と

即時起動方式として共振回路およびスーパーラビッド式

とがあげられる｡グロースタータ式とほ一般の蛍光灯に

仲用されているグロースタータをそのまま使川するもつ

とも簡単な方式で,安定器が小型,安価にできる点が長所

がある｡しかし点灯電圧,消灯電圧が■高く低電圧では使用

できず,また逆に高電圧になるとグロースタータの事故

を招 し,電圧変動によるあかるさの射ヒも大きいため

電圧変動の大きい個所には適さない｡そのほか点灯に時

間がかかること,低温時の点灯が困難なこと,さらにグロ

ースタータの保守が厄介であることなどの欠点がある｡

これに対し即時 動方式のものは点灯電圧,■消灯電圧

とも低く電圧変動のほげしい場合にも使用でき,ほとん

ど瞬間的に点灯すること,グロースタータのような消耗

品でないことなどの利点を有している｡

上記各瞳交流式蛍光灯回路はいずれも低力率であるの

で,電動発電機を使用する場合力 を改善して使用す

る｡力率改善した場合の各種方式の定格およぴ1灯当り

の所要コンデンサはそれぞれ第3表のようになる｡この

場合40WlOOV川,スーパーラビッド式などでほ各灯

ごとに安定船内の変圧器2次側-こコンデンサを接続,内

臓せしめる方が有利であり,そのほかの場釦こほ一括し

灯

Cbal･aCteristics

周 波 数 入力電流

､

､

､

50または60

120

50またほ60

120

50またほ60

120

50または60

120

50またほ60

120

50または60

120

50または6つ

12()

(A)

0.15

0.12

0.27

0.24

0.3

0.3

0.57

0.51

0.26

0.25

0.58

0.56

0.29

0.28

プJ式 の 特 性

Of A.C.Systems

0.23

11! 0.23

28lO･375
28 琴 0.375

0.375

43: 0.435

1

46;0.435

41 0.435

53;0･435

50･ 0.435

5310.435

｣ぞ,l_0-435

4.5または3.5

2

5.5または4.5

2.5

4.5または3.5

2

4.5またほ3.5

2

4.3または3.5

2

4.3またほ3.5

2

100

100

100

100
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貢析1

て大容量のものを使用することができる｡また共振回路

式でほ進み力率であるためチョークコイルを内蔵せしめ

ている｡

グロースタータ式および20W共振回路式については

すでに報告してあるので(1),以下新しく開発した40W

スーパーラビッド式について報告する｡

(2)40〟スーパーラビッド式

これほ別掲論文記載のように陰極構造を特殊にし,管

堂内面に特殊導電処理を施した日立スーパーラビッド蛍

光ランプを使用する方式である｡点灯回路方式は商用周

波のものと同様であり,従来の方式と比較して起動装置

がいらず,即時起動であり,高温度においても不点灯の

おそれがなく,かつ管の寿命も長く,安定掛まグロース

タータ式と大差ないほどの大きさですむなど非常にすぐ

れた特長を有している｡さらにまた120～にすることに

より商用周波のものと比較し,高効率になること,光の

ちらつきが少くなること,安定器が小卦こなることなど

の点で有利である｡

木方式の定格は弟3表に示すとおりである｡また電圧

変化によるあかるさなどの特性変化は弟7図に示すとお

りであり･グロースタータ式よりもかなり良い特性を有

している｡弟8図は電圧が低下したときの起動時間の変

化の一例を示すものであり,低電圧になるはど起動時問

は長くなるが,かなりの低電圧でも点灯しうる｡

つぎに車輌用の交流点灯方式では電動発電機を利用す

るため,架線電圧が変化するさいには電圧と周波数とが

同時に変動する｡今電圧と周波数とが比例的に 化する

とした場合の特性変化は弟9図のようになる｡実際の使

用状況では電動発電機が定電圧特性を有するため,相当

大幅の架線電圧変動でも発電機電圧,周波数の変動はわ

ずかであり,蛍光灯回路の特性変化ほ少いが,デッドセ

クション通過時などにこの特性が問題になってくる｡こ

の場合グロー式では電圧低下により電流は減少するが,

周波数の低下に対してはかえって電流が増加し､たがい

iこ逆の特性を有するため比較的よい特性を有している｡

これに反し進帽共振回路式でほ電凪周波数いずれに対

してもその低下にともない電流が減少するため特性変化

は大きくなる｡ただしこの場合には低周波数になると管

と並列のチョークコイルのインピーダンスが減少して分

路電流が大となり,管の陰極温度が高温に保持されるた

め,非常に微弱な電流値になるまで放電が持続されて消

灯しがたい特長を有している｡スーパーラビット式では

電温周波数変動に対する特性ほグロースタータ式と同

一の傾向にあるが,電圧変動(電圧だけの変化)に対す

る特性変化が少いため電流変化はもつとも少く,かつ陰

極加熱電流がつねに流れているため微弱電流まで放電が
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Fig.9.Voltage Characteristics of A.C.

Systems at PracticalLoad
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第10図 小田急電鉄納20WlOOV直流式露出型

直什器具

Fig.10.20WlOOV D.C.System Lighting

Fixture Delivered to Odakyu-Dentetsu

持続され,もつともすぐれた性能を示すようになる｡

(3)交流高周波点灯方式の利点

交流点灯方式の場合に高周波とすることによりえられ

る利点は大要下記のとおりである｡すなわち

(a)光のちらつきが認められなくなる｡

(b)管の電圧,電流波形ほ正弦波に近ずき,管効率が

高くなる｡

(c)安定器損失が少くなり,器具効 も高くなる｡

(d)安定器が小型,軽量になり,したがって器具も小

さくできる｡

また一般のグロースタータなど従来の点灯方式と比較

点 灯 装 置 箱 寸 法 表

Dimensions of Starting Device

_0

4貯

W■

------ --J
~~~~~J

汐---~~~~~~,~~~

砂~~~~

貸11国 東武鉄道納20WlOOV直流式露出型

半埋込器具

Fig･11･20WlOOV D･C･System Lighting

Fixture Delivered to Tobu･Tetsudo

してス→パーラビッド方式の長所ほ下記のとおりであ

る｡

(a)ほとんど瞬間的に点灯する｡

(b)湿度の影響をうけることがなく,点灯

電圧が低く,点灯が確実である｡

(c)電圧変動による特一 性 ○
い少が

レ]′･-

圧,消灯

(d)蛍光放電管の寿命が長い｡

(e)高周波にすることにより安定器ほグロー式程度に

まで小型往こなる｡

rf)グロースタータのような消耗品がなく,保守の面

で有利である｡

/つ

ノ/ ///′

月

l

｣.. .

..｣

〔ⅠⅤ〕照明器具の構造と配置

(り 車輌用蛍光照明器具の構造

照明器具の構造についても車輌用

の蛍光照明器具としていくつかの特

殊性を有している｡蛍光放電管が細

長いため必然的に器具も細長い外形

になるが,この点は串室自体が細長

いためかえって有利である｡そのほ

かソケットなどの部品はすべて耐云雲

型とすること,一般型器具以上に保

守点検が便利な構造とすること,絶

縁の程度を高くすることなど特別に

を払わねばならない｡

器具の色,外形などについては当

然車重内の意匠,構造濫合わせて考

えねばならぬが,器具外形について

は直付型と埋込型,および露出型と

カバー付とに大別される｡

(a)露出型直付器具

この場合にはそのまま器具を天井

画に取付け,電源口出線は取付面か

ら天井裏面に引出して使用する｡し
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第12図.京王帝都電鉄納 20WlOOV 直流

式プラスチックカバー付半埋込器具

Fig.12.20WlOOV D.C.SystemLighting

Fixture Delivered to KeioteitoLDentetsu

たがって器具構造のみならず事体への取付も簡単であ

り,従来串を蛍光灯に改造する際などもつとも簡便な方

式である｡弟】0図に一例として小田急電鉄納の20W

lOOV直流式露出型直付器具の寸法を示す｡

(b)埋込器具

これは天井面下の器具の高さをなるべく低くするため

に,器具全体あるいほその一部(主として点灯装置部分)

を天井裏に埋込んで取付けるものである｡この場合革室

の天井構造によって色々制約されるが,器具全体を埋込

むことは運転室灯などをのぞいて空間的に困難であり,

室内灯では一般に点灯装置部分を埋込んだ半埋込器具と

する｡弟4表は各瞳点灯方式に対しての

点灯装置部分の概略寸法を示している｡

このうちには安定器あるいは点灯装置の

ほかに端子板などを収納している｡すな

わち天井裏の染と菜との間にこれだけの

寸法の部分を収納L-,放電管部分のみを

天井画下にだすようにする｡しかし梁の

構造上止むをえぬ場合などには埋込部内

の各部品の配置を考えることにより,若

干幅をつめて細長くしたり,また長さ方

向に関して2分したりなどすることもあ

る｡また高さ方向についてはある程度天

井面下に旧して浅くすることもできる｡

弟l】図以下にこれらの二,三の例を示

す｡

(c)カバー付器具

露出型の場合にほ効率がよくあかるく

なり,器具数が少くてすむが,直射光線

を避けて柔い光をうるためにプラスチッ

クカバーなどを使用する｡この場合には

蝶=番.クラッチを用いて保守に便利なよ

うにするが,特に隙間から光が洩れるの

● 1 甲卜
l ■】

途=華

脚■

別冊第17号

j狩~~~｢
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第13図 相模鉄道納 40W120′V グロー式プ

ラスチックカバー付半埋込器具

Fig.13.40W120～Glow System Lighting
Fixture Delivered to SagamトTetsudo
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第18図 蛍 光 灯 照 明 に お け る 照 度 劣 下 曲 線

Fig･18･Luminous Decrease Curve of FluorescentLighting

第19国 東 武 鉄 道 の 電 車 照 明
Fig.19.CarIllumination of Tobu･Tetsudo

を防ぎ,また虫などが入りこまぬようカバー部は密閉構

造にする｡カバーの外形については特に車重内の意匠と

輌 照 明

の釣合いを考えねばならぬが一例を示すと弟

15図のとおりである｡

(2)器具の配置と照度

器具の配置については一般に串室の長さ方

向に盤具を2列にわけて攻付ける｡この場合

単独器具を一定の間隔をおいて酉己置する場合

と連続的に取付ける場合とがある｡これは車

重内の所要照度から灯具数をきめることによ

りそのいずれかになるのであるが,器具構造

上からは一般に露出型の場合には効率がよい

ため単独器具を分散し,カバー付の場合には

続とする例が多い｡露出型器具を分散配置

した一例として弟14図(前頁)に西武鉄道の

率輌闇朗の状況を示す｡弟lる図は東武鉄道

車重内照度分布である｡すなわち20W20灯

を使用して座席読書面照度120～1501Ⅹの均

斉な照度をえている｡また弟17図は京王帝都

電鉄にて,従 の白熱電球取付位置にその

まま20W2灯用カバー付器具を直付配置し

た例の照度分布を示す｡連続器具とする場合

には策刀図,舞21図にみられるように単独器

具を連続的に取付けて使用するのであるが,

一般に40Wでは10

程

結20灯,20Wでは20連結40灯

使用され,それぞれの場合200～3001Ⅹ,150～2501Ⅹ

程度の均斉な照度がえられる｡

なお照度は最初取付時にはかなり高い値を示していて

も,使用中管の光 劣下や器具反射板,カバーなどなら

びに車重天井,壁などの汚れのためにしだいに低下し,

上記程度に落付くものである｡その模様の一例として弟

18図に京王帝都における 測実 0す示を果

弟19図,第20図,弟2】図はそれぞれ東武鉄道,相模鉄

道,東京都電における蛍光灯による照明の実施例を京す

ものである｡

〔Ⅴ〕結 言

以上述べたように車輌用蛍光灯にほ電線や使用条件か

ら幾程かの点灯方式があり,また車輌構造などの特殊性

から一般照明器具とほことなった器具荷造上の問題点が

ある｡直流式と交流式とについては,既設の直流電動発

電機を利用できる場合には20WlOOV直流点灯式が

済的に有利であり,また 瀕を新設する場合には交流高

周波式とすることがこのましい｡直流式の場合には100V

のため20W管を利用するほかないが,交流式の場合に

ほなるべく 200V とし40W管を利用する方が高効率で

もあり も抑済 有利となる｡交流点灯方式としては当

然新しいスーパーラビッド式の方が有利であり,今後は
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第20図 相 模 鉄 道 の 電 車 照 明

Fig.20.CarIlluminationofSagami-Tetsudo

第21図 東 京 都 電 の 電 車 照 明

Fig.21.CarIllumination of Tokyo-Toden

車 輌 用 蛍 光 照 明 器 具 の 実 施 例

Application of FluorescentIlluminationfor Railway Cars
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従来のグロースタータ式がこれにおきかえられていくも

のと思う｡

また器具の構造,配置についてほそれぞれの串輌の構

造,意匠にしたがって検討しなければならないが,ゆる

されるかぎりにおいてカバー付半埋込器具を連続するか

あるいは均斉に分散配置することが外観およぴ 度分布
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2灯用 プラスチックカバー付半埋込器具

1灯用 露出塾半埋込器具

1灯用 露出型直什器具
1灯用 プラスチックカバー付半埋込舘具

1灯用 プラスチ

1灯用 プラスチ

1灯用 プラスチ

一
一
一カ
カ
カ

ク
ク
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ツ

ツ

ツ

半半付付埋 込器具
埋込器具

付半埋込器具

2灯用 プラスチックカノし一付半埋込器具

1灯用 プラスチックカバー付半埋込器具

1灯用 プラスチックカバー付半埋込襟具

1灯用 露出型半埋込器具

2灯用 プラスチックカバー付半埋込器具

1灯用 露出塾半埋込器具

2灯用 プラスチックカバー付直什器具
2灯用 プラスチックカバー付半埋込器具

1灯用 ルーバー付半埋込器具

1灯用 露出型半埋込器具

1灯用 プラスチックカ′㌣一付半埋込器具

1灯用 露出型直什器具

1灯用 プラスチックカバー付半埋込器具

などの点からこのましい｡

終りに本論文作成に関して種々御援助を賜った私鉄各

社の関係者各位ならびに社内関係部門の多くの方々に深

く感謝の意を表するしだいである｡
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